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休日議会開催

　熊本地域の地下水を育むことを目的とした水田オー
ナー制度が、５月10日に真木地区で実施されました。田
植え前の準備として、手植えする稲作り（苗床づくり）を
実施し、新しく水田オーナーになった企業の参加もあり、
交流を深めることができました。６月上旬に田植えを行
い、10月に稲刈りをする予定です。

議員と町執行部の白熱した議論が行われていました

地域の宝を守ろう！

　６月６日、陣内の国指定重要文化財「江藤家住宅」で、
それを地域の宝として保存し、活用をしようと集まっ
た地域の住民で結成された「江藤家住宅まもろう会」が
設立され、その総会が行われました。
　今後は、会のメンバーで定期的な清掃や庭木の剪定
などを行い、必要に応じてガイドボランティアなどを
行い観光スポットとして大津南地区を盛り上げていく
予定です。

江藤家住宅まもろう会設立総会

　６月13日、14日に休日議会が開催されました。これ
は、今年度第２回定例会の一般質問にあわせて行われ
たもので、普段仕事などで議会を傍聴したことがない人
たちに気軽に参加してもらおうと開かれました。参加
した人からは「普段は仕事などで傍聴できないのでよい
機会。普段は議会だよりでしか見ていないが、生の声
が聞けて非常に勉強になった」と話していました。２日
間での傍聴者数は84人でした。

（公財）くまもと地下水財団：地下水涵
かんよう

養推進事業
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設立総会には約60人が出席しました。設立総会のあと、講師を招
いた勉強会も行われ、会員の皆さんは改めて江藤家住宅の歴史的
価値を勉強していました

政治の世界をもっと身近に

地下水を育む水田オーナー制度募集 「大津町まち・ひと・しごと創生総合戦略」策定委員を募集します
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斎田　清祓祭・播種祭・御田植祭　開催
　11月23日に皇居で執り行われる「新

にいなめさい
嘗祭」に献上され

る米と粟を収穫するための献穀事業の一部が行われまし
た。田んぼを清め、稲の種まきを行う儀式「清

きよ
祓
はらい
祭
さい
・播
は
種
しゅ

祭
さい
」が５月19日に行われ、田んぼに苗を植える儀式「御

お
田
た

植
うえ
祭
さい
」が６月20日に行われました。

　町から77年ぶりに米と粟を奉
ほうけん
献するのは、谷

たにもと
本保
やす
馬
ま
さ

ん、鈴
すず
子
こ
さん夫妻（引水）。無事に播種祭を終えた谷本さ

んは、「天皇陛下へ献上する米と粟を栽培するのは、身
に余る光栄です。皆さんの協力を得ながら、秋に無事収
穫を迎えることができるよう丹精込めて作り上げたい」
と話しました。
　御田植祭では大津中学校の男子生徒８人が白装束の田
男、女子生徒８人が早乙女姿に身を包み、太鼓の音に合
わせ、丁寧に苗を植えていました。田植えを終えて生徒
達からは「普段できない経験ができて楽しかった」「緊張
した」と感想が聞かれました。

77年ぶりの大任

1播種の儀を行う、左から谷本夫妻、三
み
角
すみ
修
おさむ
JA菊池代表理事組合

長、家入町長2御田植の儀の前の神儀3苗を持ち緊張の面持ちの
田男、早乙女4斎田に入る田男5無事に終わり緊張が解け普段の
中学生に戻った早乙女の㊧福

ふく
田
だ
遥
はる
香
か
さんと㊨高

たか
野
の
心
しん
さん（大津中）

新嘗祭とは
収穫祭。勤労感謝の日、祝日。天皇陛下が
五穀の新穀を神々に供えられ、自らも食さ
れ、その年の収穫に感謝する宮中行事。町
献穀事業ではその米と粟を作る。
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